
《Lesson 1》名詞の説明に使われる that  

名詞の説明に使われる that とは、文を使って名詞を説明（修飾）したい時に使われる形で

す。詳しく見ていきましょう！ 

≪名詞の説明に使われる that≫ 

(1) 文を使って名詞を説明（修飾）したい時に使われる形。 

(2) 基本の形は「名詞＋ that ＋文（主語＋動詞＋α）」。 

＜例＞ 私が昨日会った（その）男性 → the man that I met yesterday 

(3) 「単語」や「文」の順番が that を挟んで日本語とは逆になるのがポイント。 

昨日私が会った  （その）男性 

   

       the man     that     I met yesterday 

【名詞の説明に使われる that：基本の形】 

名詞 + that + 文（主語＋動詞＋α） 

＜例＞ the car that he bought          （彼が買った車） 

students that we don’t teach     （私たちが教えていない生徒たち） 

some medicine that I always take （私がいつも飲むいくつかの薬） 

 

ポイント！a / an / the の使い分け 

今回の練習では、冠詞（a / an / the）の使い分けが1つのキーポイントとなります。今まで同

様、具体的な冠詞の使い分けは以下の通り。 

a / an＝限定されていないもの、いくつかあるものの1つ 

the  ＝限定されているもの、唯一のもの 

基本的に、a / an と the はどちらを使っても文法上は正しいのですが、表す「意味」が異なる

という特徴を持っています（some も「限定されていないもの」の扱いになります）。 

＜例＞ a man that I met yesterday  ＜私が昨日会った男性（のうちの1人）＞ 

→私が昨日会った男性はたくさんいて、そのうちの1人 

    the man that I met yesterday  ＜私が昨日会った男性＞ 

→私が昨日会った男性はその人のみ 

  some men that I met yesterday ＜私が昨日会った何名かの男性＞ 



→私が昨日会った女性はたくさんいて、そのうちの何名か 

 

 

冠詞がa / anの場合は「～のうちの1つ」という考え方となるため“one of the 複数形”の形

と同じ意味で使われます。 

＜例＞ a man that I met yesterday ＝one of the men that I met yesterday 

   a car that I want to buy    ＝one of the cars that I want to buy 

  このように冠詞によって意味が異なるため、今回はいつも以上に「どのような状況でこの

文が作られているのか？」ということを考えながら練習を行っていきましょう。 

 

 

ポイント！省略可能な that 

   今回の練習で使われる that は I think that や I know that の時に登場する that 同様、省略

することが可能です。 

＜例＞ a woman     （that） I met yesterday 

         the computer  （that） he wants to buy 

   スピーキングの際、ネイティブは、この that を省略することが多いのですが、非ネイティ

ブである私たちの場合、この that を入れることで、英語で文を考える時間を自然に稼ぐこと

ができるため「英語で話すのが苦手なうちは、この that を上手く利用する」ということもオ

ススメです（これは“I think that ～”や“I know that ～”の時も同じです）。 

＜例＞ a man that……I met yesterday      

        I think that……he is smart.     

 

【名詞＋ that ＋文：作り方】 

ステップ①：「説明される名詞」と「説明する文」に分ける。 

ステップ②：「説明される名詞」+ that＋「説明する文」の形にする（that は省略可）。 

 

＜例1＞「私が昨日会った（一人の）女性」 

ステップ①：「説明される名詞」と「説明する文」に分ける。  

     説明される名詞：「（一人の）女性」＝   a woman    

      説明する文：「私が昨日会った」＝   I met yesterday   

 

ステップ②：「説明される名詞」+ that＋「説明する文」の形にする（that は省略可）  

    a woman (that) I met yesterday         

thatを入れることで、……の間を自然に作ることができる。 



 

 

 

＜例2＞「彼が買いたいと思っている（その）パソコン」 

ステップ①：「説明される名詞」と「説明する文」に分ける。  

     説明される名詞：「（その）パソコン」＝   the computer    

      説明する文：「彼が買いたいと思っている」＝  he wants to buy   

 

ステップ②：「説明される名詞」+ that＋「説明する文」の形にする（that は省略可）  

    the computer (that) he wants to buy         
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